
▲上・左：王子公園市民ミ
ーティングの第2回セミ
ナーで觜本格さん。
その時、王子公園は役
割を果たせるのか？

▼同ミーティングのニュー
ス（7月15日号）から

左記 ー 続 ：ニュ スの き

6,500筆を超え、一万筆◇署名は、
めざしお盆前まで続行

８月27日（日）の午後◇

ホ ル大集会 王子動物園 ー

７
月

日
現
在
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賛
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会
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人
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個
人
会
員
の
会
費
は
年
三
千
円

賛
助
会
員
の
会
費
は
年
千
円
以
上

◎
呼
び
か
け
人
と
会
員
は
募
集
中

郵便振替口座：

00900-4-204718
憲法を生かす会・灘

憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第233号（１）

233号
2023年7月25日

神戸市灘区天城通
3-5-19

TEL.078-801-8448
FAX.078-801-8899
nsp-nada@vega.ocn.ne.jp

みんなで議論し行動しよう１めん

生活とまるで無関係の増税／２めん
先輩・仲間の団体から

2面からの続き／ボクの昭和３めん
（連載）／いのち

「原爆と人間」写真・絵画展／講４めん
演会「伊藤野枝を偲んで」／他

市民デモHYOGOなどが中心に反原発集会とデモ（7月９日）
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▼
「
非
人
道
的
兵

器
」
。「
お
か
し
な

言
葉
や
な
」
と
、
あ
な
た
は
思
い
ま

せ
ん
か
？

▼
最
近
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
求
め

に
応
じ
て
米
国
が
供
与
し
た
ク
ラ
ス

タ
ー
爆
弾
。
通
常
は
サ
ッ
カ
ー
場
ほ

ど
の
広
い
面
積
を
対
象
に
攻
撃
。
そ

の
中
で
は
民
家
や
市
民
も
攻
撃
に

遭
う
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
、
爆
撃
終
了
後
、
地
上
に
残
っ

た
不
発
弾
は
、
子
ど
も
た
ち
な
ど

死
傷
者
を
こ
れ
ま
で
生
ん
で
き
た
。

▼
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
使
用
・
生
産

・
保
有
を
禁
じ
る
の
が
オ
ス
ロ
条
約

（
２
０
１
０
年
発
効
）
。

を
超
す
加

110

盟
国
に
は
、
ロ
シ
ア
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ

も
米
国
も
入
っ
て
い
な
い
。

▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
、
ロ
シ
ア
の

核
兵
器
の
話
が
チ
ラ
ホ
ラ
。
小
型
核

兵
器
な
ら
ば
、
止
め
ら
れ
な
い
か

も
、
な
ど
恐
ろ
し
い
話
も
。

▼
し
か
し
、
核
兵
器
で
あ
れ
ク
ラ
ス

タ
ー
爆
弾
で
あ
れ
、
戦
争
で
使
わ
れ

る
兵
器
は
、「
非
人
道
的
」
。「
人
道

的
兵
器
な
ど
な
い
」
こ
と
を
、
も
う

一
度
思
い
起
こ
し
た
い
。

（２）（３） 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第233号 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第233号2023年7月25日

■
昭
和

年
（
１
９
６
４

、
ボ
ク
は
高

）

39

校
２
年
生
で
し
た
。

あ
る
時
、
級
友
の
Ｋ
が
、
頭
髪
を
ボ
リ

七
三
分
け
に
し
て
、

ュ
ー
ム
を
持
た
せ
た

ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
の
半
袖
に
短
め
の
ス
ト
レ
ー

ト
パ
ン
ツ
で
決
め
て
き
た
。
友
人
た
ち
と

「
ど
う
し
た
ん
だ
よ
お
前
。
さ
し
ず
め
み
ゆ

き
族
だ
な
。
お
い
、
み
ゆ
き
」「
よ
せ
よ
」
と

い
っ
た
や
り
と
り
が
あ
り
ま
し
て
。

■
当
時
巷
の
一
部
で
は
、
ア
イ
ビ
ー
ル
ッ
ク

が
流
行
り
だ
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
ど
ん
な

ス
タ
イ
ル
か
と
い
う
と
、
Ｋ
の
よ
う
な
身
な

り
に
ヒ
ー
ル
の
低
い
紐
な
し
の
革
靴
を
履

く
。
な
ん
と
な
く
印
象
が
軽
や
か
な
ん
で

し
た
。
１
９
６
０
年
代
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
の

名
門
大
学
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
若
者
た
ち

の
間
で
流
行
っ
て
い
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
だ
か

ら
ア
イ
ビ
ー
ル
ッ
ク
。

■
こ
れ
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド「
Ｖ
Ａ
Ｎ
」

の
創
始
者
石
津
謙
介
が
日
本
に
持
ち
込
ん

だ
ん
で
す
ね
。
で
ま
あ
、
こ
の
Ｖ
Ａ
Ｎ
の
本

店
が
あ
っ
た
の
が
銀
座
み
ゆ
き
通
り
。
ア
イ

ビ
ー
ル
ッ
ク
で
固
め
た
若
者
が
Ｖ
Ａ
Ｎ
の
紙

袋
を
持
っ
て
大
勢
こ
の
あ
た
り
に
た
む
ろ
し

た
ん
で
す
。
そ
れ
で
彼
ら
は「
み
ゆ
き
族
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
し
た
。

■
同
じ
年
に
週
刊
「
平
凡
パ
ン
チ
」
が
創
刊

し
て
い
ま
す
。
表
紙
を
飾
っ
た
大
橋
歩
の

独
特
な
イ
ラ
ス
ト
も
忘
れ
難
い
。
若
い
男

子
向
け
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
情
報

が
載
っ
て

い

ま

し

て
、
も
ち

ろ
ん
グ
ラ
ビ
ア
も
あ
り
ま
し
た
な
。
こ
の
雑

誌
が
ア
イ
ビ
ー
ル
ッ
ク
の
知
名
度
を
上
げ

る
の
に
一
役
買
っ
て
も
い
ま
し
た
。

■
昭
和

年
と
い
え
ば
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

39

ク
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
青
山
高
校
と

国
立
競
技
場
と
は
目
と
鼻
の
先
の
距
離

で
し
た
。
開
催
期
間
の

月
の
あ
る
日
、

10

外
人
に
声
を
か
け
て
、
英
会
話
を
し
て
み

よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
奴
が
い
て
、
ボ
ク

も
入
れ
て
３
人
で
Ｊ
Ｒ
信
濃
町
駅
あ
た
り

へ
出
か
け
た
。
若
い
男
性
の
外
国
人
を
見
つ

け
て
さ
っ
そ
く
話
し
か
け
た
。「
君
は
ど
こ

か
ら
来
た
の
で
あ
る
か
」
と
聞
く
と
、「
私

は
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
。
英
語
は
苦
手
だ
」と

言
う
で
は
な
い
か
。
そ
こ
か
ら
お
互
い
に
カ

タ
コ
ト
の
英
会
話
を
二
言
三
言
交
わ
し
て
、

「
よ
い
旅
を
祈
る
」
と
か
言
っ
て
別
れ
た
ん

で
し
た
。

理
事
長
）

（な
る
み

や
す
し

ろ
っ
こ
う
医
療
生
協
・元

許すな！憲法改悪・市民連絡会

● （266号）私と憲法
改憲と大軍拡とのたたかいの正念場がきた・

【 】・市民憲法講座 戦争を起こさないために
いま日本に求められている外交とは何か

神戸学生青年センター

● 8月はお休みです農塾

参加予約不要・無料

・9月2日（土）午後3時30分～4時30分
（まなび食堂）・小林 尚子さん

2021年スタートの大豆の発酵食品「テンペ」のレシ

ピサイト「毎日テンペ」など。発酵食品×植物たん

ぱく質の魅力を発信。

参加費1000円●朝鮮史セミナー
趙世熙『こびとが打ち上げた小さなボール』
との出会い

斎藤真理子さん（翻訳家）
・10月17日（火）午後6時30分 ウエスト100

「いのち見つめて」上映会 inあまがさき

参加費500円●高次脳障害と現代社会
遡ると三池炭じん爆発事故があった～

・8月5日（土) 14時～16時30分
（先着60名）・尼崎市立武庫西生涯学習プラザ

▲毎日新聞

時
事
通
信

東
京
新
聞

６
月
の
値
上

げ
に
加
え
て
、

８
月
は
食
品
関

係
の
１
０
４
８。

品
目
の
値
上
げ

さ
ら
に

月
10

に
は
３
７
１
６

品
目
の
値
上
げ

予
定
で
、
い
ま

や
値
上
げ
の
通

年
化
す
ら
う
か
が

え
る
情
勢
だ
。

政
府
の
電
気
・

ガ
ス
料
金
へ
の
抑

制
策
も
本
当
の
効。

果
の
ほ
ど
は
不
明

産
業
や
企
業
規
模

を
超
え
た
賃
金
闘

争
の
再
建
が
求
め

ら
れ
る
。

年
度
決
算

22
（
国
の
一
般
会

計
）
は
３
年
連

続
の
過
去
最
高

の
税
収
に
。
剰

余
金
は
２
兆
６。

千
億
円
と
い
う

物
価
高
と
円

安
で
消
費
税
収

が
増
加
し
た
こ。

と
が
主
な
原
因

そ
ん
な
中
で

政
府
は
、
防
衛

費
財
源
の
た
め

年
度
か
ら
増

24税
を
予
定
し
て

い
る
が
、
き
わ

め
て
問
題
。

左
表
の
よ
う
に

物
価
高
で
賃
上

げ
が
追
い
つ
か

ず
、
国
民
の
生

活
は
困
窮
し
た

ま
ま
で
す
。

「
新
し
い
戦
前
」

。

、

と
言
わ
れ
る

だ
が

今
の
状
態
を
日
銀
保

有
国
債
・
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ

比
で
比
較
す
る
と
、

と
っ
く
に
戦
前
を
追

い
越
し
て
い
る
。

こ
と
の
始
ま
り
は

安
倍
内
閣
と
日
銀
・

黒
田
体
制
の
発
足
。

太
平
洋
戦
争
開
戦
時

で
も

％
強
だ
っ
た

10

も
の
が
、
今
や
日
銀

保
有
国
債
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ

と
の
比
較
で

％
近

100

く
に
な
っ
て
い
る
。

と
ん
で
も
な
い
ア
ベ

遺
産
だ
。



（４）2023年7月25日 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第233号

手
始
め
に

官
邸
で
使
え

処
理
水
を

処
理
水
（
政
府
の
弁
）
に

つ
い
て「
科
学
的
根
拠
や
観

点
」
と
政
府
は
言
う
が
、
安

全
と
言
っ
て
い
る
の
？
安
全

と
言
う
な
ら
、
官
邸
で
飲

ん
で
浴
び
て
安
全
を
証
明

し
て
下
さ
い
。

「
お
は
よ
う
川
柳
」

（７
・

）
24

▼
い
た
い
け
な
子
ど
も

た
ち
が
次
々
犠
牲
に
な。

る
事
故
や
事
件
が
続
出

な
ん
と
か
せ
い
政
治
。

▼
核
兵
器
禁
止
条
約
の

専
門
委
員
に
推
薦
さ
れ、

て
た
長
崎
の
被
爆
者
が

条
約
否
定
の
日
本
政
府

の
た
め
落
選
！
あ
～
あ

▼
大
地
動
乱
の
時
代
、

六
甲
山
麓
・
日
本
地
震

列
島
に
生
き
る
中
で
王

子
公
園
問
題
を
と
セ
ミ

ナ
ー
で
觜
本
格
さ
ん
。

▼
「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱

さ
を
忘
れ
る

。
暑
さ
忘

」

れ
る
日
っ
て

来
る
の
？

、

伊
藤
野
枝
を
偲
ん
で

講
演
会

９
月
２
日

土

午
後
２
時

（

）

神
戸
学
生
青
年

ー

１
０
０

セ
ン
タ

ウ
エ
ス
ト

（
阪
急
六
甲
駅

浜
側
下
車

線
路
沿
い
西
に
１
０
０
ｍ
）

お
話
し

堀

和
恵
さ
ん

サ
イ
ン
会
あ
り

（
『
評
伝

伊
藤
野
枝
ー
あ
ら
し
の
よ
う
に
生
き
て
』
著
者
）

参
加
費

８
０
０
円

伊藤野枝（略歴）

1985年 福岡県糸島郡今宿村（現・福 1916年 『青鞜』6巻2号が最終号に
岡市西区今宿）に生まれる 1918年(23歳) 大杉栄と『文明批評』創刊

1912年(17歳) 青鞜社の社員になる 1921年(26歳) 山川菊栄などとともに赤瀾会
1915年(20歳) 平塚らいてうの跡を継ぎ 参加

『青鞜』の2代目編集長となる 1923年(28歳) 9月16日 大杉栄と甥の宗
一とともに虐殺される


